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１、スマートオフィス事業とは

（1）目的
職員の執務効率の向上及び優秀な人材の確保並びに来庁者

の利便性の向上を目的として本庁舎において実施してきた従
来の「執務環境改善事業」を更に充実させ、デジタル化の進
展を踏まえた創造的な生産活動を行う働きやすい執務環境の
実現に向けて取り組むものである。

（2）方針
キャビネット個数の削減、文書量の削減、机等什器面積の

削減を図ることで通路幅員の拡充、複数課のオープン化及び
相互利用可能な共用スペースの配置、多様な業務内容・デジ
タル化に対応したスペースを創出（集中・交流・打合せス
ペース）する。



○ABWでは高いクリエイティビティが達成される一方、座席選択が自由
なだけの「単純フリーアドレス」の勤務環境は、クリエイティビティを創出で
きない。
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２、オフィス形態の変遷

※ABW（Activity Based Working）とは、その時々の仕事の内容に合
わせて、働く場所を自由に選択する働き方を指します。

日本企業のオフィス形態の変遷



レイアウトプラン キャビネットの削減・ABWスペースの創出 結果
キャビネット収容量前後比較

現状① 変更後②
②／①

（Fm） （Fm）

2F 県土整備政策課 199.79 99.90 50.0%

建設管理課 161.52 81.00 50.1%

2F合計 361.31 180.90 50.1%

3F 河川砂防課・河川環境課 290.27 178.20 61.4%

3F合計 461.69 178.20 38.6%

4課合計 823.00 359.10 43.6%

ABWスペース面積前後比較

現状① 変更後②
②／①

（㎡） （㎡）

2F 11.9 43.9 368.9%

3F 4.4 34.6 786.4%

4課合計 16.3 78.5 481.6%

キャビネットの削減
2F県土整備政策課と建設管理課については50％削減に

成功しました。
3F河川砂防課・河川環境課については執務室だけでは

現状比61.4％にとどまりましたが、分室の整理により
分室分込みで38.6％と大幅に削減できました。

トータルでは現状比43.6％と半分以上の書庫削減を
行うことができました。

ABWスペースの創出
2Fは共有コーナーの充実を図ったため現状比368.9％

と大幅に増加しました。
3Fは分室撤去による執務室拡張でスペースを活用して、

786.4％という大幅な増加となりました。
トータルでは5倍に近いのスペース創出となりました。

３、過去のスマートオフィス事業（事務所編）



物品調達 ・執務机は将来的にフレキシブルに対応できるようフリーアドレスデスクとする。
・将来的な全庁的な転用を考慮し、昨年までの執務環境改善で採用された埼玉県庁標準タイプを選定。
・収納庫は壁面に集中保管を原則とし、中間収納庫設置の際はH1200を超えないものとする。
・従来デスクのような袖机を廃し、個人用ロッカーによる管理とする（役職は除く）。
・打合せ、集中ﾌﾞｰｽにて使用するパネルは騒音を考慮し、吸音タイプのパネルを使用する。

執務室を圧迫しないよう高さをH1340までとする。
・内部ミーティングは時間効率を上げるため立式のテーブルもしくは収納庫を活用する。

【イメージ】

３、過去の実施事例（執務室）



改修前後 比較写真
事例・2F現状

３、過去の実施事例（執務室）



改修前後 比較写真
事例・2F変更後

３、過去の実施事例（執務室）



改修前後 比較写真
事例・2F変更後

３、過去の実施事例（執務室）



もともとは、浄書センター（＝紙を大量に印刷する場所）でした。
ペーパーレスの推進により、浄書センターが不要に
職員の新しい働き方に対応したワークスペースにしよう!

ワークラウンジ

Work（仕事） ＋ Lounge（交流の場）

いつでも気軽に使えるよう原則予約不要に
需要の多い会議スペースと集中ブースのみ予約制
リアルタイムの利用状況を見える化
情報システム戦略課のＩＴコンサルさんの協力によりお金をかけずに実現
リラックスできる環境を重視
コーヒー自販機の導入や靴を脱いでリラックスできるように

４、過去の実施事例（ワークラウンジ）



４、過去の実施事例（ワークラウンジ）



5、今年度のスマートオフィス事業



5、今年度のスマートオフィス事業



5、今年度のスマートオフィス事業



6、今後の展開（職員のワークエンゲージメント向上の取組）

職員が働きやすい職場環境を整備し、健康増進とあわせて仕事のやりがいを高めることにより、職員のワークエンゲージメントを向上させ、質の高い県民サービ
スの提供を図るとともに、その効果を実証し、新たな庁舎の在り方の検討に活用する。

目 的

事業概要

１ ＡＢＷ型働き方改革の推進 ８６，７００千円

（１）フリーアドレスエリアの設置 （ 新 規 ） ７０，１２０千円
・所属の垣根を超えて業務に応じ働く場所を選べる執務室を整備
・固定席に捉われないよう対象職員全員にスマートフォン（電話、位置把握等）を貸与

※ABW（Activity Based Working）
仕事の内容等に応じて働く時間や
場所を自由に選択できる働き方

（２）地域版ワークラウンジの整備 （ 新 規 ） １６，５８０千円
・地方庁舎の一角に、ＡＢＷに対応したワークスペース機能を設置
・ペーパーレスから業務プロセス改革を進めるための空間を整備し、地域機関での働き方改革を後押し

（１）ワークエンゲージメント調査の実施 （ 新 規 ） ２，７５０千円
・働き方等に関する多角的な効果を検証し、指標を可視化
・分析結果を働き方改革や健康経営、キャリア支援等に活用し、さらなるワークエンゲージメント向上を図る

※ワークエンゲージメント：仕事に対する「活力・熱意・没頭」の３つが揃った状態として定義される

（１）職員のメンタルヘルス対策（ 一部新規 ） ４，７５２千円
・保健師や心理士が、全新規採用職員に面談を実施し、メンタルケアや生活習慣改善を助言

（２）若手職員・女性職員のキャリア支援等（ 一部新規 ） １，１０３千円
・将来に向けてキャリアを見つめ直す契機とするため、主任級昇任者を対象に「キャリアデザイン」に関する研修を実施
・女性職員を対象としたキャリアカウンセリングにおいて、育休中の職員が優先して受けられる枠を新設

２ 個々の職員へのきめ細やかな面談･指導体制の構築 ５，８５５千円

３ ワークエンゲージメント調査の実施 ２，７５０千円

【予算額】９５，３０５千円



古い？ 狭い？

どこにあるっけ？



【周辺図】【埼玉県庁の位置】

庁舎敷地等

埼玉県庁 埼玉県庁

＜県庁までのアクセス＞
ＪＲ浦和駅から約８００ｍ（徒歩１０分）



【庁舎配置】 【各庁舎の構造・規模等】

1.本庁舎

貸付地

庁舎敷地等

２.第二庁舎

8.危機管理防災
センター

4.衛生会館

7.議事堂

6.職員会館

3.第三庁舎

5.別館

施設名 建設年度
築年数

(R5時点)
構造・階数

建築面
積

延床面
積

1 本庁舎 S26～30 72～68年 RC造 地上 ５F / 地下１階 3,672㎡ 22,836㎡

2 第二庁舎 S48 50年 SRC造 地上 10F / 地下２階 2,234㎡ 33,514㎡

3 第三庁舎 S38・54 60・44年 RC造 地上 ５F / 地下１階 1,996㎡ 6,358㎡

4 衛生会館 S35 63年 RC造 地上 ３F / 地下１階 929㎡ 3,091㎡

5 別館 S42 56年 RC造 地上 ４F / 地下１階 697㎡ 2,784㎡

6 職員会館・診療所 S45 53年 RC造 地上 ５F / 地下１階 889㎡ 6,458㎡

7 議事堂 S58 40年 RC造 地上 ６F / 地下１階 3,270㎡ 18,065㎡

8 危機管理防災センター H22 13年 RC造 地上 ７F / 地下１階 1,532㎡ 2,998㎡

延床面積合計 96,104㎡

雨漏りした外壁

陥没した床



【検討体制】



【再整備に向けた検討事項:県庁舎のあるべき姿の検討】

○県庁舎のあるべき姿のイメージ



・
・
・

・
・
・

○埼玉県庁が目指す働き方①



○埼玉県庁が目指す働き方②



○参考:埼玉県機構図
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○新しい働き方を実現するオフィス



○利便機能



【再整備に向けた検討事項:危機管理】



・全国で初めて庁舎としてNearly ZEB（省エネ・創エネあわせて75％以
上の削減）を取得。
・地下水を空調の熱源に利用、太陽光による創エネを含め、標準的なビル
より81％のエネルギー削減を実現。

出所：開成町

【再整備に向けた検討事項:脱炭素】



【検討に当たっての取組:新しいオフィスの視察】

岐阜県庁舎（令和４年度竣工）

伊丹市役所（令和４年度竣工）

⾧崎県庁舎（平成２９年度竣工）

★そのほか民間の先進オフィスも多数視察
マイクロソフト 様
コクヨ 様
イトーキ 様
三菱地所ホーム 様

・
・
・



【検討に当たっての取組:大学生や若手職員との意見交換】

１ 知事と埼玉大学学生の意見交換会
【タイトル】訪れよう！生まれかわった埼玉県庁
【政策提言の要約】

県民が訪れたくなる県庁舎として、窓口の機能の集約化やオンラインサービスの提供といった利
便性向上、庁舎の高層化や広場の整備といった場としての魅力の向上、駅と県庁舎を結ぶ動線の整
備を提案。

【知事のコメント（抜粋）】
DXが進んで県庁にはパソコン1台あればいいくらいになった時、県庁舎に皆さんが何を期待する

のかを知りたいと思っていたところで、大変刺激になった。

２ 若手職員との意見交換

・ 将来の県庁を担う若手職員について、民間企業のオフィス視察を通して最先端のオフィス機能、
働き方を学んでもらったうえで、将来の県庁舎の在り方などについて意見交換を実施



出所：総務省の情報通信審議会「2030年頃を見据えた情報通信政策の在り方」の最終答申（令和５年６月23日）

出所：総務省の情報通信審議会 情報通信政策部会 ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会「未来をつかむTECH戦略」（平成30年７月）

○技術の進展など、未来を据えた検討は続く・・・



○最後に

・ ミライの県庁は県職員にとっても魅力的なオフィスにしたい!

・ でもミライの県庁の整備は⾧い道のり・・・

・ ミライを担う若手の活躍が欠かせない!


